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気温の高くなる平地では病虫害を受けや

すい。なかでも、幹に穴をあけるテッポ

ウムシ（カミキリムシの幼虫）やコウモ

リガの被害が目立つ。根元周辺を除草し、

幹下に木屑を見つけ次第駆除する。 

本来の樹形を生かす枝抜き剪定がお薦め。

枝分れする基部から剪定する。途中で剪

定するとそこから腐朽しやすい。菌類の

活動が少ない冬期が剪定の適期。切り口

を消毒して癒合剤を塗布するとよい。 

冷涼な山地に自生する樹。暖地では幹内

部を食害する昆虫の被害を受けやすい。

湿り気のある肥沃な土壌を好み大木にな

る。剪定すると切り口から菌類に感染し、

腐朽しやすいので充分注意が必要。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ◎ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

1993年、白神山地(青森県から秋田県)のブナ原

生林は、ユネスコ世界自然遺産に登録された。 

Memo 

美しい樹形と樹肌、秋の黄葉が魅力の樹。ミズ

ナラとともに冷温帯林の代表樹種。日本海側の

多雪地に自生するブナと太平洋側の乾燥地に自

生するイヌブナがある。材は狂いやすく腐りや

すいことから、有用樹とみなされなかった。こ

れが幸いし、白神山地などに天然林が残る。 

生長：やや速い 特 記 

ブナ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

ブナ [ 橅・椈・桕 ] 

／イヌブナ  

フジミドリシジミ・キリシマミドリシジミ 

／アカシジミ・ヒサマツミドリシジミ（ブナ） 

ジョウザンミドリシジミ（イヌブナ） 

ヤマガラ・カケス・ヒガラ 

キジバト（ブナ） 
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